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石
田
川
は
、
松
原
３
丁
目

か
ら
２
丁
目
、
原
馬
室
を
通

っ
て
荒
川
へ
と
流
れ
る
雨
水

排
水
路
で
す
。
こ
の
石
田
川

の
蓋
掛
け
部
分
に
、
雑
草
が

生
い
茂
り
除
草
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
地
域
の
方
か
ら

寄
せ
ら
れ
、
１１
月
１３
日（
日
）

竹
田
え
つ
子
は
現
地
調
査
を

し
ま
し
た
。
そ
し
て
１４
日

（
月
）管
理
し
て
い
る
下
水
道

課
に
除
草
の
要
望
を
し
ま
し

た
。
担
当
課
は
現
地
を
確
認

し
て
、
誠
実
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
行
田
市
と
吹
上
地
域
の
ご

み
を
共
同
処
理
し
て
い
る
の

が
、
彩
北
広
域
清
掃
組
合
＝

小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

す
。
組
合
議
会
に
は
、
行
田

市
よ
り
７
人
、
鴻
巣
市
よ
り

竹
田
え
つ
子
も
含
め
３
名
が

選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

彩
北
広
域
清
掃
組
合
議
会
が

１１
月
１０
日
（
木
）
開
会
さ
れ

ま
し
た
。

　
新
聞
報
道
で
知
っ
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
鴻
巣

市
が
今
春
、
負
担
金
の
見
直

し
を
め
ぐ
る
議
論
が
ま
と
ま

ら
な
い
こ
と
を
受

け
、
原
口
和
久
前

鴻
巣
市
長
が
、
行

田
市
の
石
井
直
彦

市
長
に
「
22
年
度

を
も
っ
て
脱
退
し

た
い
」
と
の
内
容

の
書
面
を
送
っ
た

と
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
脱
退

し
た
場
合
に
備
え

て
、
鴻
巣
市
の
鴻

巣
・
川
里
地
域
の

ご
み
を
北
本
市
や
吉
見
町
と

共
同
処
理
し
て
い
る
中
部
環

境
保
全
組
合
に
、
吹
上
地
域

の
ご
み
も
受
け
入
れ
て
も
ら

え
な
い
か
打
診
し
、
内
諾
を

得
た
事
。
並
木
正
年
新
市
長

も
「
離
脱
に
向
け
、
行
田
市

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
引

き
続
き
協
議
し
た
い
」
と
述

べ
た
と
、
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
様
々
な
新
聞
報

道
も
あ
り
、
組
合
議
会
で
こ

　
前
年
度
よ
り
検
討
部
会

で
、
処
理
量
に
応
じ
た
負
担

金
設
定
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

8
回
に
わ
た
り
協
議
を
し
て

い
ま
す
が
、
議
論
は
ま
と
ま

っ
て
い
な
い
の
が
実
態
で

す
。
最
終
的
に
脱
退
す
る
場

合
に
お
い
て
、
組
合
で
共
同

処
理
し
て
い
た
建
物
の
解

体
、
焼
却
灰
の
最
終
処
分
に

つ
い
て
も
費
用
負
担
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
も

含
め
協
議
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
鴻
巣
市
議

会
１2
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

の
件
に
つ
い
て
、
竹
田
え
つ

子
も
含
め
４
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
し
ま
し
た
。
竹
田

え
つ
子
の
一
般
質
問
に
対
し

「
組
合
は
、（
両
市
）
の
負

担
金
検
討
部
会
へ
は
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
の
立
場
で
参
加
し
て

お
り
、
答
え
る
立
場
に
な

い
」
と
し
ま
し
た
。

小針クリーンセンター

松原２丁目住宅地内

原馬室の民家脇

石
田
川
の
除
草
を

「
負
担
金
巡
り
揺
れ
る
ご
み
処
理

組
合
　
鴻
巣
は
脱
退
意
向
、
行
田

は
維
持
望
む
」

「
脱
退
」
後
の
費
用
負
担
、

今
後
の
協
議
は
？

彩
北
広
域
清
掃
組
合
議
会
一
般
質
問
よ
り

彩
北
広
域
清
掃
組
合
議
会
よ
り



 

 

 

 

 

 日本共産党は１１月１０日に「物価高騰から暮らしと経済を立て直す緊急提案」を発表しました。 

賃上げを軸に内需を活発にして実体経済を立て直す 

１、働く人が豊かになってこそ、経済も強くなる……賃上げを実現する緊急で効果のある対策を 

（１）大企業の内部留保に時限的に課税し、大企業も中小企業も賃上げを実現する 

（２）政府ができる賃上げ、国・自治体が管轄する分野での賃上げをすみやかに行う 

（３）男女の賃金格差を是正し、賃金の底上げをはかる 

（４）労働法制の規制緩和路線を転換し、賃上げと正規化をすすめる 

 

２、消費税の緊急減税、物価高騰の中だからこそ、社会保障と教育の負担軽減を 

（１）消費税を緊急に５％に減税する 

（２）物価高騰に見合った年金額に引き上げる 

（３）医療費・介護利用料の値上げを中止し、値下げに 

（４）学校給食の無償化を 

（５）学費値下げ、奨学金を抜本拡充する 

（６）生活保護、就学援助、児童扶養手当などの増額と拡充を 

 

３、中小企業・小規模事業者をつぶさない――大量倒産・廃業の危機を打開する本格的な支援

策を 

（１）インボイスの中止、消費税の減免 

（２）過剰債務問題の解決 

 

４、食料・エネルギーの自給率向上――国民生活と経済の安定のためにも、食料危機・気候危機

打開という人類的課題のためにも 

（１）円安・コスト高から食料生産を守る 

（２）省エネ・再エネを強力に推進し、気候危機打開、負担抑制、地域経済振興を 

  

富裕層・大企業に応分の負担を求め、暮らしも経済も押しつぶす大軍拡をやめる――財源につ

いての日本共産党の立場 

 政府は、「５年間で軍事費を２倍化」という自民党の公約を受けて、暮らしの予算を犠牲にする

大軍拡に踏み出そうとしています。政府の「物価高・円安対策」の中にも、巨額の軍拡予算を盛

り込もうとしています。このような大軍拡を中止し、暮らしを守り、日本経済を立て直す予算・財

政への転換を求めます。 

 

物価高騰から暮らしと経済を立て直す 

 
日本共産党の緊急提案 

 

 

 

 


